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紅藻イギス目フジマツモ科のソゾ類は，もともと 
Laurencia 1 属とされていた分類群であるが，現在では形

態学的及び分子系統学的な特徴を基に 8 属に分けられて

いる（Collado-Vidses et al., 2018）．日本からは，そのうち

ソゾ属 Laurencia，カタソゾ属 Chondrophycus，タカサゴ

ソゾ属 Palisada，ハリガネソゾ属 Ohelopapa の 4 属が確

認され，実体不明とされるセイロンソゾ Chondrophycus 
ceylanica （鈴木 , 2020）を除くと，計 26 種が確認されて

いる（吉田ほか , 2015; 鈴木 , 2020）．ソゾ属は世界中の暖

海域に広く生育し，現在 139 種が知られており（Guiry 
and Guiry, 2020），日本では北海道から本州，四国，九州，

沖縄まで全国に広く分布している．

ソゾ類の重要な分類形質の一つに，サクランボ状の細

胞内構造であるサクランボ小体 corps en cerise の有無が

ある．サクランボ小体はこれまでソゾ属のみで確認され

ており (Masuda et al. 1997b; Nam, 2006)，最外皮層細胞と

毛状枝細胞に限って存在する (Young et al., 1980)．サクラ

ンボ小体を持つ種は，臭素や塩素あるいはヨウ素原子を

分子内に有する多様な含ハロゲン二次代謝産物を生産す

ることでも知られている．サクランボ小体が存在する部

位は，含ハロゲン化合物の生成か貯蔵，あるいはその両

方に関わっていることが示唆されている (Young et al., 
1980)．

1965 年に入江ほかによりウラソゾ Laurencia nipponica
から含臭素化合物ローレンシン Laurencin が発見され (Irie 
et al., 1965)，これが契機となって世界各地でソゾ属藻類

の成分分析が行われてきた．これまでに 20 種の未同定種

あるいは未記載種を含む約 80 種のソゾ属藻類の成分分析

が行われ，770 超の含ハロゲン化合物が発見されて構造

決定が行われており (Wang et al., 2013; Harizani et al., 2016; 
Suzuki, 2020)，現在でも新種のソゾ属藻類の発見とともに

新規ハロゲン化合物の分離が続いている (Dziwornu et al., 
2017; Koutsaviti et al., 2019)．日本産のソゾ属藻類について

も 6 種の未同定種あるいは未記載種を含む 21 種の成分分

析が行われている (Suzuki and Vairappan, 2005; Suzuki et al., 
2005; Umezawa et al., 2014)．

ソゾ属藻類は形態学的分類が困難な分類群として知ら

れているが，それらが含有するハロゲン化合物の生成は，

フィールドや培養条件によらず一定であり (Howard et al., 
1980; Masuda et al., 1997a), さらに，これらの生成は遺伝

的に厳密に制御されていることが示されているので，ソ

ゾ属藻類が含有するハロゲン化合物の同定は，その種分

類にも寄与する (Masuda et al., 1997a)．一方，例えばウラ

ソゾ では，形態的な相違がみられない地域個体群が日本

各地に生育しており，地域個体群ごとに異なる二次代謝

産物を生成し，これらの地域個体群の間に生殖隔離が存

在しない . これらの地域個体群はケミカルレース Chemical 
race と呼ばれている．ウラソゾのケミカルレースとして，

現在のところ 8 つの地域個体群が知られている (Masuda 
et al., 1997a; Abe et al., 1999)．このため，ソゾ属藻類では

含ハロゲン化合物を調べることにより，種内分類群の判

別ができる可能性が高い．
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要　旨　千葉県勝浦市周辺に生育する紅藻ソゾ属 4 種を含む 7 種のソゾ類の化学成分を分析した．モ

ツレソゾは，既知化合物 1，2，3 を含有していた．マギレソゾからは新含ハロゲン化合物の Katsuurallene 
(4) が分離された．一方，ニッポンソゾからは新含臭素化合物の Katsuurenyne A (5) と Katsuurenyne B 
(6) 及び既知化合物 7 と 8 が分離された．ミツデソゾは，この種を特徴づける既知化合物 9，10，11 を

含有していた．本総説では，これらの結果も含めて房総半島に生育しているソゾ属藻類の二次代謝産

物の化学構造の多様性について概観した．また，ソゾ属藻類の二次代謝産物の生物活性や薬理活性に

ついても記述した．
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千葉県産のソゾ類については，宮田ほか (2002) の千葉県

産大型海産藻類目録に，キクソゾ Laurencia composita，ア

カソゾ （キブリソゾの和名で） L. dendroidea，L. distichophylla，
ニッポンソゾ L. japonensis，ウラソゾ L. nipponica，ミツデ

ソゾ L. okamurae，ハネソゾ L. pinnata の 7 種と以前はソゾ

属に分類されていたコブソゾ Chondrophycus undulatus 
（Laurencia undulata として），クロソゾ Palisada intermedia 
（Laurencia intermedia として），パピラソゾ P. perforata 
（Laurencia papillosa として）の 3 種の計 10 種が記録されて

いる．このうち，L. distichophylla は，ニュージーランド

やオーストラリアに生育する種で，Yendo (1916) によっ

て千葉県と神奈川県に産することが報告され，Yamada 
(1931) にも取り上げられているが，その後の日本産のソ

ゾ類に関するモノグラフ等では全く取り上げられて来な

かった．日本産の標本を本種と同定するためには，今後，

Yendo (1916) で示されている標本の精査が必要である．

また，ウラソゾの分布は対馬暖流とその支流に沿った海

域と考えられており ( 阿部 , 2006），千葉県内での記録に

ついては再検討が必要と考えられる．それ以外に，宮田

ほか (2002) に未掲載の種としてマギレソゾ Laurencia 
saitoi の生育が確認されており (Ohba et al., 1988; Konno et 
al., 1988; 菊地 , 2011a, 2011b），さらに Abe et al. (2006) に
よるソゾ類の分子系統学的解析の予報で，用いた材料と

して千葉県勝浦産のカタソゾ Chondrophycus cartilagineus 
の記載がある．

これまで，房総半島産のソゾ属藻類の二次代謝産物に

ついては，唯一館山市布良で採集されたキクソゾで調べ

られていたのみであった (Masuda et al., 1996)．そこで，

我々は， 2016 年 4 月～2018 年 6 月に勝浦市吉尾及び

2018 年 6 月に勝浦市串浜においてキクソゾ以外の以下の

ソゾ類を採集し，二次代謝産物の組成を明らかにした．

モツレソゾ L. intricata ( 図 1A)，マギレソゾ L. saitoi ( 図
1B)，ニッポンソゾ L. japonensis ( 図 1C)，ミツデソゾ L. 
okamurae ( 図 1D) の 4 種はサクランボ小体を持ち , コブ

ソゾ C. undulatus ( 図 1E)，クロソゾ P. intermedia ( 図 1F)，
パピラソゾ P. perforata ( 図 1G) の 3 種は , サクランボ小

体を持たない．成分分析を行った藻体の証拠標本は，千

葉県立中央博物館分館海の博物館ハーバリウム (CMNH)
に収蔵されている．

成分分析の結果，マギレソゾから 1 種の新含ハロゲン

化合物を，またニッポンソゾから 2 種の新含ハロゲン化

合物を発見してそれぞれ構造を決定した．それらの成果

の一部は国際誌に発表した (Ishii et al., 2020)．本総説で

は，それらの成分分析の結果をまとめて報告するととも

に，房総半島に生育しているソゾ属藻類の二次代謝産物

の化学構造の多様性について概観したほか，ソゾ属藻類

由来の二次代謝産物の生物活性や薬理活性についても記

述した．

房総半島産ソゾ類の化学成分房総半島産ソゾ類の化学成分

モツレソゾ ：勝浦市吉尾産のモツレソゾからは，図 2 に示

した Zagashimallene (1) ( アセトゲニン )，Intricatetraol (2) 

( トリテルペン ) および Cyclocolorenone (3) ( セスキテル

ペン ) が見つかった．それらの構造式は，スペクトルデー

タを文献値と比べて決定した．Zagashimallene は，最初

に三重県座賀島で採集したミツデソゾの成分として報告

されていた (Suzuki and Kurosawa, 1985)．特異な対称構造

を有する Intricatetraol (2) は，北海道産 ( 小樽忍路湾，美

国町，寿都町 ) のモツレソゾからも分離されている (Suzuki 
et al., 1993b)．Cyclocolorenone (3) は，軟体サンゴ Nephthea 
sp. (Rao et al., 2004)，蘚苔類 Plagiochila acanthophylla subsp. 
japonica (Matsuo et al., 1974)，常緑高木であるタイサンボク 
Magnolia grandiflora (Jacyno et al., 1991) などの成分として

報告されていたが，海藻からは初めての報告である．

Zagashimallene (1) は，東京都三宅島で採集したソゾ属

の一種からも主成分として分離されている (Suzuki et al., 
2005)．その報告で材料として用いられた藻体は，勝浦市

吉尾産のモツレソゾと同じように匍匐型 ( マット状 ) で，

最外皮層細胞に 2～4 個のサクランボ小体を有していた．

この種に関する増田道夫・北海道大学名誉教授からの私

信 (2002 年 9 月 9 日 ) では，外部形態はモツレソゾに似

ているものの，確実な判断ができないので，「ソゾ属の一

種」として記述しておくべきとされていた．また，静岡

県御前崎で採集したソゾ属の一種からも化合物 1 と 2 が

見つかっている (Umezawa et al., 2014)．三宅島や御前崎

の藻体は，形態的に今回実験に用いた勝浦市吉尾産モツ

レソゾと酷似しているので，モツレソゾと考えられる．北

海道美国 ( アセトゲニンの Okamurallene などを含有 ) 
(Suzuki, M. et al., 1989, 1991, 1993b)，佐賀県唐津市鎮西町

波戸岬 (Okamurallene を含有 )  (Masuda et al., 2002)，長崎

県大村市大村湾時津 (Okamurallene を含有 ) (Masuda et 
al., 2002)，沖縄県糸満市米須 ( アセトゲニンの Itomanallene 
A と Itomanallene B を含有 ) (Suzuki et al., 2002) で採集した

モツレソゾには , 何種類かのケミカルレースの存在が示唆

されていた．勝浦市吉尾産モツレソゾは，新ケミカルレー

スと思われる．成果の一部は，Rec. Nat. Prod. に発表した 
(Ishii et al., 2019)．
マギレソゾ：勝浦市吉尾産のマギレソゾからは，臭素原子 2
個と塩素原子 2 個を含有する新アセトゲニンの Katsuurallene 
( 分子式 C15H20Br2Cl2O2) が見つかった．その構造式は，

種々のスペクトル解析に基づいて図 3 の 4 式と決定した．

勝浦市串浜で採集したマギレソゾも Katsuurallene を含有し

ていた．

一方，北海道寿都で採集したマギレソゾはジテルペン

類 (Kurata et al., 1998) やトリテルペン類を生産していた．

また，北海道天売島のマギレソゾもジテルペン類 (Suzuki, 
T. et al., 1989; Takeda et al., 1990a, 1990b) やトリテルペン

類 (Suzuki et al., 1985, 1987) を生産していて，北海道産の

マギレソゾからは，アセトゲニンが見つかっていない．天

売島のマギレソゾは，当初 L. obtusa として報告されてい

た (Masuda and Abe, 1993)．このように勝浦産と北海道産

のマギレソゾの二次代謝産物にはかなりの違いが見られ

る上に，両者の外部形態はかなり異なるように見え，両

者の種としての同一性には検討の余地があると考えられ
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図 1.　千葉県勝浦市沿岸で採集されたソゾ類 . 
勝浦市吉尾産：A. モツレソゾ Laurencia intricata. B. マギレソゾ L. saitoi. C. ニッポンソゾ L. japonensis. D. ミツデソゾ L. okamurae. E. コブソゾ 
Chondrophycus undulatus. F. クロソゾ Palisada intermedia. 勝浦市串浜産：G. パピラソゾ P. perforata. 
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る．両者の形態等の詳細な比較は行っていないが，今後，

各地のマギレソゾの詳細な比較研究が必要と思われる．

ニッポンソゾ：ニッポンソゾは，北海道と沖縄を除く日本各

地に広く分布している．勝浦市吉尾で採集したニッポンソ

ゾからは，新含臭素アセトゲニンの Katsuurenyne A ( 分子

式 C15H18Br2O2) と Katsuurenyne B ( 分子式 C15H17Br3O2) を
分離して，それらの構造式は，種々のスペクトルを解析し

てそれぞれ 5 式と 6 式 ( 図 4) と決定した．さらに，既知化

合物の 2, 10-Dibromo-3-chloro- α -chamigrene (7) ( セスキテ

ルペン ) と Aplysiadiol (8) ( ジテルペン ) も分離した．化合

物 7 と 8 は，スペクトルデータを文献値と比べて同定した．

これらの成果は，Nat. Prod. Res. に発表した (Ishii et al., 
2020)．
化合物 7 はウラソゾなど他のソゾからも見つかっている 

(Suzuki et al., 1979)．Aplysiadiol (8) は，最初にアメフラシ

Aplysia kurodai の中腸腺から分離された (Ojika et al., 1990) が，

その後，各地のニッポンソゾからも発見されてソゾ起源であ

ることが示された．今までに，三重県鳥羽神島 ( アセトゲニ

ンの Laurenenyne-AとLaurenenyne-Bを含有 ) (Suzuki  et al., 
1993a; Takahashi et al., 1998)，兵庫県豊岡 ( アセトゲニンの

Japonenyne-Aと Japonenyne-Bを含有 ) (Takahashi et al., 1998, 
1999)，鳥取県岩美 (Japonenyne-Bを含有 )  (Takahashi et al., 1998, 
1999)，山口県日置 (Japonenyne-A を含有 ) (Takahashi et al., 
1998, 1999)，佐賀県鎮西 (Japonenyne-Aと Japonenyne-Cを含

有 )  (Takahashi et al., 1998, 1999) のニッポンソゾの化学成分が

調べられており，化合物 7と 8を共通に含有していた． これ

らの結果から何種類かのケミカルレースの存在が示唆されて

いた．勝浦市吉尾産ニッポンソゾは，新たに見つかったケミ

カルレースと推察される．

ミツデソゾ ：勝浦市吉尾には，形状的に 2 つのタイプ，す

なわち直立型と匍匐型 ( マット状 ) のミツデソゾが生育し

ていた．二次代謝産物は両者ともに同じで，ミツデソゾの

典型的な成分であるシクロローラン型セスキテルペンの

Laurinterol (9)，Isolaurinterol (10) および Debromolaurinterol 
(11) であった ( 図 5)．それらの構造式は，スペクトルデー

タを文献値と比べて決定した．勝浦市串浜で採集したミ

ツデソゾの主成分もまた Laurinterol (9) であった．

Laurinterol (9) は，最初，北海道小樽市忍路湾で採集し

たクロソゾの成分として発表された (Irie et al., 1966, 1970)．
しかし，その後成分分析に使った抽出済み藻体を再鑑定

した結果，ミツデソゾ，クロソゾおよびマルソゾ Palisada 
capituliformis の混合物であったことが判明した．このた

め，忍路湾で新たにミツデソゾ，クロソゾとマルソゾを

採集しそれぞれ成分分析を行ったところ，ミツデソゾか

らは Laurinterol (9) が得られたが，クロソゾとマルソゾか

らは含ハロン化合物が得られなかった (Suzuki and 
Kurosawa, 1979)．
ミツデソゾの化学成分は，ウラソゾに次ぐ多くのサンプ

ルで研究されている；北海道 ( 小樽忍路湾，美国，神威岬，

江差，茂辺地 )，青森県 ( 茂浦 )，新潟県 ( 能生 )，福井県 
( 高浜 )，三重県 ( 志摩半島 ( 御座，岩井崎，矢摺浜 )，英

虞湾 ( 座賀島 ))，愛媛県 ( 伯方島 )，高知県 ( 沖ノ島 ) (Irie 
et al., 1966, 1969, 1970; Suzuki and Kurosawa, 1978, 1979, 
1985)．今のところ , 日本産のミツデソゾでは，ケミカル

レースは見つかっていない．

三重県志摩半島岩井崎で採集したミツデソゾの主成分

は，カミグラン型セスキテルペンの Prepacifenol epoxide (12)，
Pacifenol (13) および Johnstonol (14) ( 図 6) で，Laurinterol 
(9) は微量成分であった (Suzuki and Kurosawa, 1985)．そこ

で , 成分分析に使った抽出済み藻体を再鑑定したところ，

少量のミツデソゾと大量のキクソゾの混合物であることが

判明し (Masuda et al., 1996)，ミツデソゾの成分として発表

図 2.　勝浦市吉尾産モツレソゾ Laurencia intricata の二次代謝産物 .

図 3.　勝浦市吉尾産マギレソゾ Laurencia saitoi の二次代謝産物 .
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された 12, 13, 14 は，キクソゾ由来であることが明らかと

なった．ミツデソゾとキクソゾは，形態が似ていることか

らしばしば混同されていた (Masuda et al., 1996)．成分分析

が行われた三重県志摩半島矢摺浜 (Ojika et al., 1982) や三

重県英虞湾座賀島 (Suzuki and Kurosawa, 1985) のサンプル

も , その含有成分組成からミツデソゾとキクソゾの混合物

であることが示唆された (Masuda et al., 1996)．
キクソゾ：房総半島産のソゾ属藻類でこれまでに唯一成分

分析が行われていたのは，館山市布良で採集されたキク

ソゾで，その代謝産物は，図 6 に示すようなカミグラン

型セスキテルペンの Prepacifenol epoxide (12)，Pacifenol 
(13) および Johnstonol (14) であり，兵庫県淡路や長崎県

松浦のキクソゾもこれらのカミグラン型セスキテルペン

を生産していた (Masuda et al., 1996)．また，鹿児島県種

子島西之表のキクソゾも同様の化合物を含有していた 
(Masuda et al., 2002)．このように，キクソゾの二次代謝産

物は，高度に酸素化されたカミグラン型セスキテルペン

類という特徴がある．日本産のキクソゾでは，今のとこ

ろケミカルレースは見つかっていない．

コブソゾ ・ クロソゾ ・ パピラソゾ ： サクランボ小体を持たな

いこれらの勝浦産のソゾ類は，予想通り含ハロゲン化合

物を生産せず，脂肪酸のエステルのみが分離された．

勝浦産ソゾ属藻類から分離された化合物の生物活性試験勝浦産ソゾ属藻類から分離された化合物の生物活性試験

勝浦産のソゾから分離された化合物に対して， ブライン

シュリンプ毒性試験，コクゾウムシ忌避試験，シロイヌナ

ズナ生育阻害試験， 抗菌活性試験および抗酸化試験を行っ

た．このうち，注目すべき結果が得られたのはコクゾウム

シ忌避試験のみで，ミツデソゾから得られた Laurinterol (9) 
やモツレソゾから得られた Cyclocolorenone (3) が，イネ科

穀物の害虫であるコクゾウムシ Sitophilus zeamais に対して

忌避作用を示した．特に，Cyclocolorenone (3) は，標準の

図 4.　勝浦市吉尾産ニッポンソゾ Laurencia japonensis の二次代謝産物 .

図 5.　勝浦市吉尾産ミツデソゾ Laurencia okamurae の二次代謝産物 .

図 6.　館山市布良産キクソゾ Laurencia composita の二次代謝産物 .
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殺虫性物質ピレトリン Pyrethrin と同程度の強い活性を発現

した (Ishii et al., 2017, 2019）． 

ソゾ属藻類が生産する二次代謝産物の生物活性ソゾ属藻類が生産する二次代謝産物の生物活性

海洋生物が生産する二次代謝産物は，多種多様な化学

構造を有しかつ多彩な生物活性を発現することから，海

洋生態系では，食物連鎖だけでなく化学物質を介して

様々な生物種間関係が成り立っていることが明らかと

なってきた ( 鈴木・沖野 , 2002）．ソゾ属藻類が生産し貯

蔵している二次代謝産物が生態系でどのような役割を演

じているのかはよくわかっていないが，いくつかの例が

明らかにされている．

摂食阻害作用 ： 大型海藻群落 ( 藻場 ) が消失する磯焼け

現象の発生要因は様々で，高海水温や貧栄養などの海況

の変化，生活排水や産業排水による富栄養化，ウニや魚

類などの植食動物による摂食圧の増大など，これらの要

因が単独であるいは複合して働いていると考えられてい

る ( 藤田 , 2002)．北海道大学忍路臨海実験所のある小樽

市忍路湾の紅藻無節サンゴモ類が優占群落を形成してい

る磯焼け地帯には，キタムラサキウニ Mesocentrotus nudus 
が多数生息する．その海底には , あたかもウニと共存し

ているかのようにマギレソゾが生育している．無節サン

ゴモ類とマギレソゾ以外の海藻は見当たらない．それは，

上記のように植食動物のウニが他の海藻を食べてしまっ

たためと考えられる．なぜウニとソゾが共存しているの

か．ウニをブレンダーにかけアセトンで抽出した抽出物

にはソゾ由来の化合物が含有されていなかったことから，

ウニはソゾを摂食しない可能性が示唆された．蔵田らは，

マギレソゾが生産している含臭素ジテルペン類がウニ稚

仔やアワビ稚貝に対して摂餌阻害作用を示すことを明ら

かにした (Kurata et al., 1998)．すなわち，ソゾ属藻類が植

食動物に食べられ難いのは，含ハロゲン化合物が防御物

質として作用しているためと考えられる．

一方，植食動物の中でもアメフラシ類はソゾにとって

天敵である．小樽市忍路湾で 8 月に採集したアメフラシ 
Aplysia kurodai の胃の未消化海藻を調べたところ，オキツ

ノリ，ユナ，ピリヒバ，ハネモ，アナアオサなどの海藻と

ともに，ミツデソゾやモツレソゾなどのソゾ属藻類が見つ

かっており，中腸腺の内容物を抽出して分析してみると，

ミツデソゾ由来の Laurinterol (9) と Debromolaurinterol (11)，
モツレソゾ由来の含臭素アセトゲニン (Okamurallene)，ウ

ラソゾ由来の含臭素アセトゲニン (Laurencin) などが分離

された (Suzuki and Vairappan, 2005)．忍路湾でのフィール

ド観察では，ウラソゾは通常 8 月には枯れて消失するの

で，それ以前に摂食されていたと推測される．アメフラシ

は，中腸腺やマントル ( 外套膜 ) にソゾ由来の含ハロゲン

化合物を貯蔵して防御物質として利用していると推測さ

れている (Manzo et al., 2005, 2007)．ちなみに , アメフラシ

が分泌する紫色の粘液には含ハロゲン化合物は含まれて

いない (Suzuki and Vairappan, 2005)．
付着阻害作用 ：海洋の付着海洋生物は，船底，漁網，発

電所の冷却用海水取水口などに大量に付着して人間の活

動に大きな影響を及ぼしている（磯 , 1996）．長い間防汚

剤として使用されてきた有機スズ化合物は，海洋動物に

対する内分泌撹乱作用など環境汚染が問題となって国際

条約で使用が禁止となり，現在はそれに代わって銅や亜

鉛の化合物が利用されているが，スズ化合物と同じよう

に海洋環境への影響が懸念されている．それ故，これら

有機金属化合物に代わる防汚剤として海洋環境に負荷を

かけない天然物のスクリーニングが行われている 
(Petitbois・沖野 , 2017; 北野 , 2019)．ソゾ由来の含ハロゲ

ン代謝産物も候補の一つで，沖野らは，ソゾ属藻類に含

有される化合物がフジツボの着生を阻害する一方で極め

て高濃度でも毒性を示さないことを報告し，ソゾ由来代

謝産物のタテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite のキ

プリス幼生に対する付着抑制効果を報告している 
(Umezawa et al., 2014, 2019; Oguri et al., 2017)．
化学防御作用 ： マレーシア産アカソゾが含有しているカ

ミグラン型セスキテルペンの Elatol や Iso-obtusol は，海

藻群落から単離された海洋細菌に対して抗菌作用を示し

た (Vairappan et al., 2001a)．また，沖縄産ミナミソゾ L. 
nidifica からも単離された Laurinterol (9) と Isolaurinterol 
(10) は，数種の海洋細菌に対して低濃度で抗菌活性を示

した (Vairappan et al., 2001b)．これらの事実は，ソゾ属藻

類が含有しているある種の含ハロゲン化合物が外部から

の微生物の侵入に対するバリケードとして機能している

ことを示唆している．

ソゾ属藻類が生産する二次代謝産物の薬理活性ソゾ属藻類が生産する二次代謝産物の薬理活性

細胞毒性作用 ： ソゾ属藻類が生産するスクアレン由来の

トリテルペン類は，各種がん細胞に対して多彩な薬理活

性を示した．マウス白血病細胞 (P388 細胞 ) やヒト結腸

腺がん細胞 (HT29 細胞 ) などのがん細胞に対して細胞毒

性を示し (Fernández et al., 1998)，また，白血病細胞 
(Matsuzawa et al., 1999) や乳がん細胞 (Pec et al., 2003) に
対してアポトーシスを誘導した．北海道産マギレソゾか

ら得られたトリテルペン類は，P388 細胞に対して強い細

胞毒性を示した (Suzuki et al., 1985, 1987)．一方，マギレ

ソゾ由来のジテルペン類は，P388 細胞や Hela 細胞 ( ヒト

子宮頸がん細胞 ) に対してトリテルペンほどではないが

強い細胞毒性を示した (Takeda et al., 1990a, 1990b)．
抗菌作用 :ミツデソゾが生産する含臭素セスキテルペン類

の Laurinterol (9) や Isolaurinterol (10) は，メチシリン耐性黄

色ブドウ球菌 (Methicilin-resistant Staphylococcus aureus; 
MRSA)，バンコマイシン耐性腸球菌 (Vancomycin-resistant 
Enterococcus faecalis; VRE)，ペニシリン耐性肺炎レンサ球

菌 (Penicillin-resistant Streptococcus pneumoniae) などの多剤

耐性菌に対して低濃度で強い抗菌作用を示した (Vairappan 
et al., 2004)．

2019 年暮れの朝日新聞 (2019 年 12 月 6 日 ) に，“耐性

菌で死亡年間 8000 人以上”の見出しで，抗菌薬 ( 抗生物

質 ) が効かない薬剤耐性菌により，国内で年間 8 千人以

上が亡くなっていることを国立国際医療研究センター病

院のグループが公表したとの記事が掲載されていた．こ
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れによると，ペニシリン系など様々な抗菌薬が効かない

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (MRSA) での推計死者数

は 4 千人超とのことである．

抗菌薬の研究開発が停滞しているのは，新薬の開発に

は多くの年月と莫大な費用がかかるために製薬会社の多

くが抗菌薬の開発から撤退しているからである．新薬開

発は，天然物や化学合成によって得られた化合物に対し

て種々のスクリーニング試験を行って，「薬の候補」を

“ふるいに掛ける”段階で多くの年月が必要になる．多剤

耐性菌に対して低濃度で強い抗菌作用を示した

Laurinterol (9) は，“ふるいに掛ける”段階をスキップす

ることができるので，「抗菌薬の候補」として有望と考え

られる．

おわりに

1965 年北海道大学理学部化学科の入江遠名誉教授の

研究室から発表されたウラソゾの成分の含臭素化合物 
Laurencin の発見は，その特異な分子構造から多くの天然

物研究者の注目を集めた．ソゾが世界各地に分布してい

ることも相まって，ソゾ属藻類を研究対象とした新規含

ハロゲン代謝産物の分離と構造決定が相次いだ．米国ス

クリプス海洋研究所の Fenical 教授は，カリフォルニア湾 
( メキシコ ) で新種のソゾ属藻類を発見し，その学名を

Laurencia irieii と命名した (Howard and Fenical, 1978)．生

物学者ではなく化学者の名前が学名に刻まれるのは極め

て稀な例である．ソゾ属藻類の研究は，北海道大学総合

博物館二階の常設展示会場「海洋─海を科学する─」に

「海洋天然物化学と生物分類学とのコラボレーション」と

題して展示されている．入江名誉教授に始まるソゾ属藻

類の研究は，現在も弟子を経て孫弟子に受け継がれ，静

岡県，広島県，和歌山県，沖縄県などに産するソゾの成

分研究が行われている．また，マレーシアでは孫弟子の

一人であるマレーシアサバ大学熱帯生物学・保全研究所

の Vairappan 教授によってボルネオ島サバ州のソゾを材

料に 20 年以上研究が続いている．

そのような中で，房総半島産のソゾ属藻類については，

これまでほとんど研究材料として用いられてこなかった

が，今回，勝浦産のソゾ属藻類 4 種の成分分析を行い， 
マギレソゾから 1 種の新含ハロゲンアセトゲニンを , ニッ

ポンソゾから 2 種の新含臭素アセトゲニンを発見し構造

式を決定することができた．勝浦という１地域だけのソ

ゾ属藻類から 3 種もの新二次代謝産物を分離することが

できたことは，ソゾ属藻類の二次代謝産物の多様性がい

かに高いかを示すものでもある . 今後も房総半島を始め，

広く全国でソゾ属藻類における研究が進み，新たな生物

活性を発現する天然物やソゾ属の新種の発見がなされる

ことを期待したい．
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The chemical composition of seven algal samples 
including four Laurencia species, which are growing on 
the coast of Katsuura, Chiba Prefecture, was examined. L. 
intricata contained three known compounds 1, 2 and 3. A 
new polyhalogenated compound, katsuurallene (4), was 
isolated from L. saitoi. On the other hand, two new 
brominated compounds, katsuurenyne A (5) and 
katsuurenyne B (6), were isolated from L. japonensis 
along with two known compounds 7 and 8. L. okamurae 
contained three known compounds 9, 10 and 11, which 
are characteristic to this species. In this paper, we reported 
these results and outlined the chemical diversity of 
Laurencia species growing in Boso Peninsula. In addition, 
some biological and pharmacological activities of the 
Laurencia metabolites are also reviewed.




